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要  約 
 
「除草剤グリホサート耐性ピマワタ MON88913 系統」について申請者提出の資料

を用いて食品健康影響評価を行った。  
 
「除草剤グリホサート耐性ピマワタ MON88913 系統」は、「除草剤グリホサート

耐性ワタ MON88913 系統」と従来品種であるピマワタを従来からの手法で掛け合わ

せたものである。 
掛け合わせる前の「除草剤グリホサート耐性ワタ MON88913 系統」については、

安全性の評価は終了しており、ヒトの健康を損なうおそれはないものと判断している。 
 
「除草剤グリホサート耐性ワタ MON88913 系統」の宿主であるワタ（Gossypium 

hirsutum）とピマワタ（Gossypium barbadense）は、同じワタ属の別の種に分類さ

れるが、共通の染色体構造をもつ複 2 倍体であり、遺伝的類似性も高く、自然界にお

いても容易に交配することが知られている。 
除草剤耐性を付与するために挿入された遺伝子（改変 cp4 epsps 遺伝子）が、ピマ

ワタにも導入され、安定して伝達されており、構成成分等も非組換え体と比較して差

は認められなかった。 
 
これらのことから、「除草剤グリホサート耐性ピマワタ MON88913 系統」は「遺

伝子組換え植物の掛け合わせについての安全性評価の考え方」（平成 16 年 1 月 29 日
食品安全委員会決定）における亜種レベル以上の交配であることから、「遺伝子組換

え食品（種子植物）の安全性評価基準」（平成 16 年 1 月 29 日食品安全委員会決定）

に基づき評価した結果、ヒトの健康を損なうおそれはないものと判断した。 
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Ⅰ．評価対象食品の概要 
名 称：除草剤グリホサート耐性ピマワタ MON88913 系統 
性 質：除草剤グリホサート耐性 
申請者：日本モンサント株式会社 
開発者：Monsanto Company（米国） 

 
「除草剤グリホサート耐性ピマワタ MON88913 系統」（以下「ピマワタ

MON88913」という。）は、「除草剤グリホサート耐性ワタ MON88913 系統」（以

下「ワタ MON88913」という。）と従来品種であるピマワタを従来からの手法で

掛け合わせたものである。 
ワタ MON88913 には、改変 5－エノールピルビルシキミ酸－3－リン酸合成酵素

遺伝子（改変 cp4 epsps 遺伝子）が導入されており、改変 5－エノールピルビルシ

キミ酸－3－リン酸合成酵素（改変 CP4 EPSPS タンパク質）を発現することで、

除草剤グリホサートを散布しても、その影響を受けずに生育できるとされている。 
ワタ MON88913 は、平成 17 年 3 月 17 日付け府食第 269 号において、食品とし

ての安全性評価は終了しており、ヒトの健康を損なうおそれはないものと判断して

いる。 
ワタ MON88913 の宿主であるワタ（G. hirsutum）とピマワタ（G. barbadense）

は、同じワタ属の別の種に分類されるが、共通の染色体構造をもつ複 2 倍体であり、

遺伝的類似性も高く、自然界においても容易に交配することが知られている（参照

1, 2, 3, 4）。 
ピマワタ MON88913 は、「遺伝子組換え植物の掛け合わせについての安全性評

価の考え方」（平成 16 年 1 月 29 日食品安全委員会決定）における亜種レベル以上

の交配であることから、「遺伝子組換え食品（種子植物）の安全性評価基準」（平

成 16 年 1 月 29 日食品安全委員会決定）に基づき安全性の評価を行った。なお、掛

け合わせに使用した組換え体の特性から、同基準における「ベクターに関する事項」

等についての安全性に関する知見は、ワタ MON88913 の安全性評価の際に得られ

ており、ピマワタ MON88913 についての安全性評価に当たっては、掛け合わせに

より新たに生じ得る有害成分の増大などのリスク及び主要栄養成分などの変化を主

要な評価事項として、毒性学的及び栄養学的な観点から総合的に安全性を評価する

ことが妥当である。 
 
Ⅱ．食品健康影響評価 

第１．安全性評価において比較対象として用いる宿主等の性質及び組換え体との相違

に関する事項 

１．宿主及び導入 DNA に関する事項 

（１）宿主の種名及び由来 
宿主は、アオイ科（Malvaceae）ワタ属（Gossypium）に属するピマワタ

（Gossypium barbadense L.）である。 
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（２）DNA 供与体の種名及び由来 
掛け合わせることにより当該事項に変化を生じておらず、親系統であるワタ

MON88913 の評価の際に安全性に関する知見は得られている。 
 
（３）挿入 DNA の性質及び導入方法 

親系統であるワタ MON88913 に挿入された改変 cp4 epsps 遺伝子は、除草

剤グリホサート耐性を付与する改変 CP4 EPSPS タンパク質を発現する。 
ピマワタ MON88913 は、ワタ MON88913 と従来品種であるピマワタを従

来からの交配育種法により掛け合わせて作出されたものである。 
 

２．宿主の食経験に関する事項 
ワタは古くから綿実油として食用に用いられてきた経験がある。 

 
３．宿主由来の食品の構成成分等に関する事項 
（１）宿主の可食部分の主要栄養素等（タンパク質、脂質等）の種類及びその量の

概要 
ワタの綿実の主要栄養組成は、水分 1.3～8.2%、総脂質 20.0～34.0％、タン

パク質 19.8～34.5％、灰分 3.9～4.9％、炭水化物 44.65％である（参照5, 6, 7）。 
 

（２）宿主に含まれる毒性物質・栄養阻害物質等の種類及びその量の概要 
ワタには、ゴシポールと呼ばれるテルペノイド物質が含まれているが、搾油

工程における加熱処理等により毒性の少ない結合型となる（参照8, 9）。また、

シクロプロペン脂肪酸が含まれることがあるが、搾油工程における脱臭処理に

より著しく減少する（参照10）。 
 

４．宿主と組換え体との食品としての利用方法及びその相違に関する事項 
（１）収穫時期（成熟程度）と貯蔵方法 

従来のワタと変わらない。 
 
（２）摂取（可食）部位 

従来のワタと変わらない。 
 
（３）摂取量 

従来のワタと変わらない。 
 
（４）調理及び加工方法 

従来のワタと変わらない。 
 
５．宿主以外のものを比較対象に追加して用いる場合、その根拠及び食品としての

性質に関する事項 
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宿主以外のものは比較対象としていない。 
 
６．安全性評価において検討が必要とされる相違点に関する事項 

ピマワタ MON88913 は、改変 cp4 epsps 遺伝子発現カセットにより、改変 CP4 
EPSPS タンパク質を発現することが、宿主との相違点である。 
 
以上、１～６により、ピマワタ MON88913 の安全性評価においては、既存のワ

タとの比較が可能であると判断された。 
 
第２．組換え体の利用目的及び利用方法に関する事項 

ピマワタ MON88913 は、ゲノムに導入された改変 cp4 epsps 遺伝子が改変 CP4 
EPSPS タンパク質を発現することで、除草剤グリホサートを散布しても、その影

響を受けずに生育することができるとされている。 
 
第３．宿主に関する事項 
１．分類学上の位置付け等（学名、品種名及び系統名等）に関する事項 

宿主は、アオイ科ワタ属に属するピマワタ（G. barbadense）である。 
 

２．遺伝的先祖並びに育種開発の経緯に関する事項 
ワタ属のうち栽培種は、4 種（G. herbaceum、G. arboreum、G. hirsutum 及

び G. barbadense）が知られている（参照11, 12）。 
 

３．有害生理活性物質の生産に関する事項 
ワタには、ゴシポールと呼ばれるテルペノイド物質やシクロプロペン脂肪酸が

含まれるが、搾油工程で無毒化されるか、著しく減少する（参照 8, 9, 10）。 
 

４．アレルギー誘発性に関する事項 
ワタが原因となる明確な食物アレルギーに関する報告はない。 

 
５．病原性の外来因子（ウイルス等）に汚染されていないことに関する事項 

ワタには、細菌及びウイルスの各種病害が知られているが、これらがヒトに対

して病原性を持つという報告はない。 
 
６．安全な摂取に関する事項 

ワタには、有害生理活性物質であるゴシポールやシクロプロペン脂肪酸が含ま

れているが、いずれも搾油工程で無毒化されるか、著しく減少するため問題とさ

れていない。 
 
７．近縁の植物種に関する事項 

ワタ属に属するすべての種でゴシポールが生産されることが知られている（参
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照13, 14）。 
 
第４．ベクターに関する事項 
１．名称及び由来に関する事項 

ピマワタ MON88913 において、親系統であるワタ MON88913 に使用された

ベクターの名称及び由来に関する事項に変化を生じておらず、その安全性に関す

る知見は得られている。 
 
２．性質に関する事項 

ピマワタ MON88913 において、親系統であるワタ MON88913 に使用された

ベクターの性質に関する事項に変化を生じておらず、その安全性に関する知見は

得られている。 
 

第５．挿入 DNA、遺伝子産物、並びに発現ベクターの構築に関する事項 

１．挿入 DNA の供与体に関する事項 

（１）名称、由来及び分類に関する事項 
ピマワタ MON88913 において、親系統であるワタ MON88913 に挿入され

た DNA の供与体の名称、由来及び分類に関する事項に変化を生じておらず、

その安全性に関する知見は得られている。 
 

（２）安全性に関する事項 
ピマワタ MON88913 において、親系統であるワタ MON88913 に挿入され

た DNA の供与体の安全性に関する事項に変化を生じておらず、その安全性に

関する知見は得られている。 
 
２．挿入 DNA 又は遺伝子（抗生物質耐性マーカー遺伝子を含む。）及びその遺伝子

産物の性質に関する事項 

（１）挿入遺伝子のクローニング若しくは合成方法に関する事項 
ピマワタ MON88913 において、親系統であるワタ MON88913 に挿入され

た遺伝子のクローニング若しくは合成方法に関する事項に変化を生じておらず、

その安全性に関する知見は得られている。 
 

（２）塩基数及び塩基配列と制限酵素による切断地図に関する事項 
ピマワタ MON88913 において、親系統であるワタ MON88913 に挿入され

た遺伝子の塩基数及び塩基配列と制限酵素による切断地図に関する事項に変化

を生じておらず、その安全性に関する知見は得られている。 
 

（３）挿入遺伝子の機能に関する事項 
ピマワタ MON88913 において、親系統であるワタ MON88913 に挿入され

た遺伝子の機能に関する事項に変化を生じておらず、その安全性に関する知見
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は得られている。 
 

（４）抗生物質耐性マーカー遺伝子に関する事項 
ピマワタ MON88913 において、親系統であるワタ MON88913 の作出に用

いられた抗生物質耐性マーカー遺伝子に関する事項に変化を生じておらず、そ

の安全性に関する知見は得られている。 
 

３．挿入遺伝子及び薬剤耐性遺伝子の発現に関わる領域に関する事項 
（１）プロモーターに関する事項 

ピマワタ MON88913 において、親系統であるワタ MON88913 に挿入され

たプロモーターに関する事項に変化を生じておらず、その安全性に関する知見

は得られている。 
 

（２）ターミネーターに関する事項 
ピマワタ MON88913 において、親系統であるワタ MON88913 に挿入され

たターミネーターに関する事項に変化を生じておらず、その安全性に関する知

見は得られている。 
 

（３）その他 
ピマワタ MON88913 において、親系統であるワタ MON88913 に挿入され

た上記以外の発現制御に関する事項に変化を生じておらず、その安全性に関す

る知見は得られている。 
 

４．ベクターへの挿入 DNA の組込方法に関する事項 

ピマワタ MON88913 において、親系統であるワタ MON88913 に使用された

ベクターへの挿入 DNA の組込方法に関する事項に変化を生じておらず、その安

全性に関する知見は得られている。 
 

５．構築された発現ベクターに関する事項 
（１）塩基数及び塩基配列と制限酵素による切断地図に関する事項 

ピマワタ MON88913 において、親系統であるワタ MON88913 に使用され

た導入用プラスミドの塩基数及び塩基配列と制限酵素による切断地図に関する

事項に変化を生じておらず、その安全性に関する知見は得られている。 
 

（２）原則として、最終的に宿主に導入されると考えられる発現ベクター内の配列

には、目的以外のタンパク質を組換え体内で発現するオープンリーディングフ

レームが含まれていないこと 
ピマワタ MON88913 において、親系統であるワタ MON88913 の当該事項

に変化を生じておらず、その安全性に関する知見は得られている。 
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（３）宿主に対して用いる導入方法において、意図する挿入領域が発現ベクター上

で明らかであること 
ピマワタ MON88913 において、親系統であるワタ MON88913 の当該事項

に変化を生じておらず、その安全性に関する知見は得られている。 
 

（４）導入しようとする発現ベクターは、目的外の遺伝子の混入がないよう純化さ

れていること 
ピマワタ MON88913 において、親系統であるワタ MON88913 の当該事項

に変化を生じておらず、その安全性に関する知見は得られている。 
 
 表１ ピマワタ MON88913 への挿入 DNA 

P-FMV/TSF1 により制御される改変 cp4 epsps 遺伝子発現カセット 
構成 DNA 由来及び機能 

P-FMV/TSF1 プロモーター領域（遺伝子の転写に必要な配列） 
シロイヌナズナ TSF1 プロモーターにゴマノハモザイクウイ

ルス 35S プロモーターのエンハンサー配列を結合させたキメ

ラプロモーター 
L-TSF1 シロイヌナズナ TSF1 遺伝子のリーダー配列(exon 1) 
I-TSF1 シロイヌナズナ TSF1 遺伝子のイントロン配列 
TS-ctp2 シロイヌナズナ EPSPS 由来の葉緑体輸送ペプチドをコード

する配列 
改変 cp4 epsps 改変 CP4 EPSPS タンパク質をコードする遺伝子 

Agrobacterium sp. CP4 株由来の cp4 epsps 遺伝子の塩基配

列の一部に改変を加えたもの 
T-E9 ターミネーター領域(遺伝子の発現を終結させるための配列) 

エンドウの ribulose-1,5-bisphosphate carboxylase E9遺伝子

の 3’非翻訳領域 
P-35S/ACT8 により制御される改変 cp4 epsps 遺伝子発現カセット 

構成 DNA 由来及び機能 
P-35S/ACT8 プロモーター領域（遺伝子の転写に必要な配列） 

シロイヌナズナ ACT8 プロモーターにカリフラワーモザイク

ウイルス 35S プロモーターのエンハンサー配列を結合させた

キメラプロモーター 
L-ACT8 シロイヌナズナの ACT8 遺伝子のリーダー配列 
I-ACT8 シロイヌナズナの ACT8 遺伝子のイントロン及びその近傍の

エクソン配列 
TS-ctp2 シロイヌナズナ EPSPS 由来の葉緑体輸送ペプチドをコード

する配列 
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改変 cp4 epsps 改変 CP4 EPSPS タンパク質をコードする遺伝子 
Agrobacterium sp. CP4 株由来の cp4 epsps 遺伝子の塩基配

列の一部に改変を加えたもの 
T-E9 ターミネーター領域(遺伝子の発現を終結させるための配列) 

エンドウの ribulose-1,5-bisphosphate carboxylase E9遺伝子

の 3’非翻訳領域 
 
６．DNA の宿主への導入方法及び交配に関する事項 

改変 cp4 epsps 遺伝子発現カセットを有するワタ MON88913 と従来品種であ

るピマワタを交配することにより、改変 cp4 epsps 遺伝子発現カセットを有する

ピマワタ MON88913 を作出した。 
 
第６．組換え体に関する事項 
１．遺伝子導入に関する事項 
（１）コピー数及び挿入近傍配列に関する事項 

ピマワタ MON88913 の親系統であるワタ MON88913 において、改変 cp4 
epsps 遺伝子発現カセットの挿入箇所数、コピー数及び完全性は確認されてお

り、また、導入用プラスミドの外骨格領域が挿入されていないことが確認され

ている。 
ピマワタ MON88913 において、改変 cp4 epsps 遺伝子の有無を確認するた

めに、サザンブロット分析を行った結果、改変 cp4 epsps 遺伝子発現カセット

が導入されていることが確認された（参照15）。 
 

（２）オープンリーディングフレームの有無並びにその転写及び発現の可能性に関

する事項 
ピマワタ MON88913 において、親系統であるワタ MON88913 の当該事項

に変化を生じておらず、その安全性に関する知見は得られている。 
 
２．遺伝子産物の組換え体内における発現部位、発現時期及び発現量に関する事項 

米国の 5 箇所の圃場から採取したピマワタ MON88913 の葉、種子について、

改変 CP4 EPSPS タンパク質の発現量を ELISA 法によって分析した。また、米

国の 4 箇所の圃場から採取したワタ MON88913 の葉、種子について、改変 CP4 
EPSPS タンパク質の発現量を ELISA 法によって分析した。これらの結果は表２

のとおりである（参照16）。 
 
表２ ピマワタ MON88913 及びワタ MON88913 における改変 CP4 EPSPS タ

ンパク質の発現量            （単位はμg/g 乾燥重量） 
分析組織 ピマワタ MON88913 ワタ MON88913 

葉 1,800～3,200*1 480～2,600*2 
種子 200～450 72～580 
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＊1  2～3 節まで生育した葉の値を示した。 
＊2  4 節まで生育した葉の値を示した。 

 
３．遺伝子産物（タンパク質）が一日蛋白摂取量の有意な量を占めるか否かに関す

る事項 
ワタは、主に植物油（綿実油）として食用に供される。綿実油は、抽出、精製

の過程で高温処理を伴うために、綿実油中にタンパク質はほとんど検出されない

（参照17）。したがって、ピマワタ MON88913 で生産される改変 CP4 EPSPS
タンパク質はほとんどヒトに摂取されることはなく、その摂取量は無視できるレ

ベルであると考えられる。 
 
４．遺伝子産物（タンパク質）のアレルギー誘発性に関する事項 
（１）挿入遺伝子の供与体のアレルギー誘発性 

ピマワタ MON88913 において、親系統であるワタ MON88913 の挿入遺伝

子の供与体のアレルギー誘発性に変化を生じておらず、その安全性に関する知

見は得られている。 
 
（２）遺伝子産物（タンパク質）のアレルギー誘発性 

ピマワタ MON88913 において、親系統であるワタ MON88913 の遺伝子産

物のアレルギー誘発性に変化を生じておらず、その安全性に関する知見は得ら

れている。 
 
（３）遺伝子産物（タンパク質）の物理化学的処理に対する感受性に関する事項 
① 人工胃液に対する感受性 

ピマワタ MON88913 において、親系統であるワタ MON88913 の遺伝子産

物の人工胃液に対する感受性に変化を生じておらず、その安全性に関する知見

は得られている。 
 

② 人工腸液に対する感受性 
ピマワタ MON88913 において、親系統であるワタ MON88913 の遺伝子産

物の人工腸液に対する感受性に変化を生じておらず、その安全性に関する知見

は得られている。 
 

③ 加熱処理に対する感受性 
ピマワタ MON88913 において、親系統であるワタ MON88913 の遺伝子産

物の加熱処理に対する感受性に変化を生じておらず、その安全性に関する知見

は得られている。 
 

（４）遺伝子産物（タンパク質）と既知のアレルゲン（グルテン過敏性腸疾患に関

するタンパク質を含む。以下、アレルゲン等。）との構造相同性に関する事項 
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ピマワタ MON88913 において、親系統であるワタ MON88913 の遺伝子産

物の当該事項に変化を生じておらず、その安全性に関する知見は得られている。 
 

上記、（１）～（４）及び前項３から総合的に判断し、ピマワタ MON88913
において、親系統であるワタ MON88913 の遺伝子産物のアレルギー誘発性に関

する事項に変化を生じておらず、その安全性に関する知見は得られている。 
 
５．組換え体に導入された遺伝子の安定性に関する事項 

ピマワタ MON88913 について、後代における遺伝子の安定性を確認するため

に、3 世代のゲノム DNA についてサザンブロット分析を行った結果、各世代に

おいて共通のバンドが確認された（参照 15）。 
また、改変 CP4 EPSPS タンパク質の発現を確認するために、3 世代のピマワ

タ MON88913 の葉について、ウエスタンブロット分析を行った結果、いずれの

世代でも発現していることが確認された（参照18）。 
 
６．遺伝子産物（タンパク質）の代謝経路への影響に関する事項 

ピマワタ MON88913 において、親系統であるワタ MON88913 の遺伝子産物

の代謝経路への影響に変化を生じておらず、その安全性に関する知見は得られて

いる。 
 
７．宿主との差異に関する事項 

2007年に米国の 5箇所の圃場で栽培されたピマワタMON88913と非組換えワ

タの綿実について、主要構成成分、アミノ酸組成、脂肪酸組成、ミネラル類、ビ

タミン E 及び有害生理活性物質の分析を行い、圃場毎にピマワタ MON88913 と

非組換えワタの間の統計学的有意差について検討を行った（参照19）。 
（１）主要構成成分 

主要構成成分（水分、タンパク質、総脂質、炭水化物、灰分、繊維質（酸性

及び中性デタージェント繊維））について分析した結果、対照に用いた非組換

えワタとの間に統計学的有意差が認められないか、統計学的有意差が認められ

た場合であっても一般の商業品種の分析結果に基づく許容区間の範囲内であっ

た。 
 

（２）アミノ酸組成 
アミノ酸 18 種類について分析した結果、対照に用いた非組換えワタとの間

に統計学的有意差が認められないか、統計学的有意差が認められた場合であっ

ても一般の商業品種の分析結果に基づく許容区間の範囲内であった。 
 
（３）脂肪酸組成 

脂肪酸 22 種類について分析した結果、対照に用いた非組換えワタとの間に

統計学的有意差が認められないか、統計学的有意差が認められた場合であって
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も一般の商業品種の分析結果に基づく許容区間の範囲内であった。 
 
（４）ミネラル類 

ミネラル 9 種類について分析した結果、対照に用いた非組換えワタとの間に

統計学的有意差が認められないか、統計学的有意差が認められた場合であって

も一般の商業品種の分析結果に基づく許容区間の範囲内であった。 
 
（５）ビタミン E 

α-トコフェロールについて分析した結果、対照に用いた非組換えワタとの間

に統計学的有意差は認められなかった。 
 
（６）有害生理活性物質 

ゴシポール（総ゴシポール及び遊離ゴシポール）及びシクロプロペン脂肪酸

（マルバリン酸、ステルクリン酸及びジヒドロステルクリン酸）について分析

した結果、対照に用いた非組換えワタとの間に統計学的有意差が認められない

か、統計学的有意差が認められた場合であっても一般の商業品種の分析結果に

基づく許容区間の範囲内であった。 
 
８．諸外国における認可、食用等に関する事項 

米国、メキシコ及びオーストラリアにおいては、食品の安全性の観点からワタ

MON88913 の範囲にピマワタ MON88913 が含まれると判断している。 
 
９．栽培方法に関する事項 

生育期の雑草防除にグリホサートを使用できる点を除いて、従来のワタと同じ

である。 
 
10．種子の製法及び管理方法に関する事項 

従来のワタと同じである。 
 
第７．第２から第６までの事項により安全性の知見が得られていない場合に必要な事

項 
第 2 から第 6 までの事項により安全性の知見は得られている。 

 
Ⅲ．食品健康影響評価結果 

「除草剤グリホサート耐性ピマワタ MON88913 系統」は「遺伝子組換え植物の

掛け合わせについての安全性評価の考え方」（平成 16 年 1 月 29 日食品安全委員

会決定）における亜種レベル以上の交配であることから、「遺伝子組換え食品（種

子植物）の安全性評価基準」（平成 16 年 1 月 29 日食品安全委員会決定）に基づき

評価した結果、ヒトの健康を損なうおそれはないものと判断した。 
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